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生産性向上や、販売強化、交流人口の拡大、新たな

ビジネス創出などを図るためのイノベーションを起こし、
そこで生まれた収入を地域経済の中で回す。
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集落を支える多様な経営体の育成のほか、労働力
確保や、コミュニティ機能の維持等、地域課題に取り
組むソーシャルビジネスの創出等により共助・共存の
仕組みをつくる。
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１ 「攻めの農林水産業」推進基本方針
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➀ 「日本一健康な土づくり運動」（Ｈ１９～）

２ 「日本一健康な土づくり運動」の展開

平成19年度〜平成23年度 平成24年度〜平成28年度 平成29年度〜平成33年度

② 基本的取組方向と方策等を示した推進プラン策定

消費者が求める安全・安⼼な農産物を、
安定的に⽣産・供給できる体制を整備す
るため、市町村、農業団体と⼀体となり、
すべての⽣産者が農業⽣産の基本である
「健康な⼟づくり」に取り組むことを⽬
指す本県独⾃の運動

３ 第２期「日本一健康な土づくり」推進プラン

基本方向① 「担い手が支える」土づくり
（１）地域をリードする「匠」の育成・確保と新規就農者等に対する取組

強化
（２）ＩＣＴの活⽤等による「⼟づくりファーマー」のレベルアップ

基本方向② 「環境を育む」土づくり

（１）グローバル経済の進展に対応した良質・安全・安⼼な農産物の⽣産
（２）新たな技術や国の⽀援対策を活⽤した「環境にやさしい農業」の取

組拡⼤

基本方向③ 「アピールできる」土づくり

（１）県内外の消費者等に対する「健康な⼟づくり」や「環境にやさしい
農業」の強⼒な情報発信

（２）農業者と消費者・実需者とのマッチング等を通じた健康な⼟づくり
とエコ農産物の理解促進
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４ これまでの取組（生産者関連）

➀ 広域土壌診断体制の整備
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平成２１年４⽉に、ＪＡ全農あおもりの⼟壌分析センター
開設
県内全域をカバーする総合⼟壌診断の体制が整備

５ これまでの取組（生産者関連）

② 「あおもり土づくりの匠」を認定

平成２４年度から、⾼度な⼟づくりを実践し指導的な役
割を担う耕種農家と、⾼品質な堆肥を⽣産・供給する畜産
農家を「⼟づくりの匠」として認定（累計58名）
地域の⽣産者に対する⼟づくり指導や消費者等に対する

情報発信などで活躍
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６ これまでの取組（生産者関連）

➂ 指導者の育成

普及指導員やＪＡ営農指導員等を対象に、⼟づくりの基礎
的な知識・技術の習得を図る研修会や、⼟壌医検定２級レベ
ルの研修会を開催
⽣産現場の多様化する課題にも適切に対応できるよう、指

導⼒を向上

７ これまでの取組（生産者関連）

➃ 土壌生物性の分析・調査

⼟壌微⽣物に着⽬した新たな分析⽅法を活⽤し、匠のほ場
について、⼟壌微⽣物多様性・活性値分析を実施

年度 分析点数 ⼤変豊かな
⼟壌の割合

28 34点 15%（5）
29 25点 16%（4）
30 25点 12%（3）

㈱ＤＧＣテクノロジー調べ
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土壌診断実施者の増加

８ 成果
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毎年実施 数年に１回 問題発生時 未実施 無回答

プランの更新に伴い実施しているアンケート調査では、⼟
壌診断実施率が向上

65%

36%

９ 課題

団塊世代の一斉リタイヤ

資料：農林水産省「農林業センサス」

＜青森県の年齢別農業就業人口（H27)＞

リタイヤの
時期を迎える

・農業就業⼈⼝のうち65歳以上が半分を占め、近い将来、
⼀⻫にリタイヤが⾒込まれる状況

・⼟づくりの取組を継承するため、技術の⾒える化が必要
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１０ 今後の取組

土づくりを基本とした栽培管理技術の見える化

⼟壌センサーを活⽤しｐＨやＥＣ、⽔分等の⼟壌デー
タを継続的に取得するとともに、植物体の栄養診断等を
⾏い、これまで経験や勘により⾏われてきた栽培期間中
の施肥管理技術を⾒える化し、指標を作成
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